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「
佐
渡
観
光
推
進
戦
略
会
議
」（
委
員
長

　

木
村
英
太
郎
㈳
佐
渡
観
光
協
会
理
事
長
）

が
２
月
26
日
、佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、佐
渡
観
光
の
復
興
に
向
け
た
平
成

21
年
度
の
取
組
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

同
戦
略
会
議
で
は
、佐
渡
観
光
関
係
者
と

の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、「
佐
渡
観
光
の

新
機
軸
づ
く
り
」「
新
た
な
佐
渡
観
光
の
魅

力
づ
く
り
」「
行
き
た
く
な
る
佐
渡
の
魅
力
発

信
」「
お
も
て
な
し
の
魅
力
ア
ッ
プ
」「
佐
渡
観

光
・
文
化
検
定
制
度
の
創
設
」の
５
つ
の
戦
略

を
柱
に
観
光
復
興
策
を
実
施
し
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　
「
佐
渡
観
光
推
進
戦
略
会
議
」は
、新
潟

県
、佐
渡
市
、㈳
佐
渡
観
光
協
会
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、昨
年
12
月
22
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

北
陸
信
越
運
輸
局
、北
陸
地
方
整
備
局
の
ほ

か
、佐
渡
汽
船
、新
潟
交
通
佐
渡
、佐
渡
農
業

協
同
組
合
、佐
渡
地
区
漁
協
連
絡
協
議
会
等

の
関
係
者
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

佐 渡 観 光 の
復興に向けて

平成２１年度の取組
市役所　観光課　☎63-5116

佐渡観光復興の基本戦略
Ⅰ　佐渡観光の新機軸づくり

ねらい：　魅力ある宿泊・観光施設等の創造
　最近、全国的に関心が高まっている環境（エ
コ）と食（地産地消）を基軸にした、佐渡観光の
ブランド化に向けた取組を推進します。そのため
に、宿泊・観光施設と農林漁業者が連携した流
通体制の構築やＩＴ社会に対応した基盤整備等
を推進します。
Ⅱ　新たな佐渡観光の魅力づくり
ねらい：　泊数増・リピーター率向上

　多様化する観光客のニーズに対し、全国から
注目を集めているトキの野生復帰、佐渡金銀山
等を活用し、長期滞在にも対応した魅力ある佐
渡ツーリズムを開発し、販売活動を強化します。
Ⅲ　行きたくなる佐渡の魅力発信
ねらい：　来訪意向の拡大

　2009年新潟県大観光交流年にあたり、旅行
に関心が高い客層に対し、「佐渡に行ってみた
い」と思わせる佐渡の魅力発信や、効果的なプロ
モーション活動を展開します。併せて、佐渡観光
の主要な玄関口である新潟駅周辺におけるプロ
モーション活動を強化・充実します。

Ⅳ　おもてなしの魅力アップ
●　ねらい：　おもてなしの向上　●

　観光客に「佐渡ならではのおもてなし」を提供
するため、宿泊・観光施設等の従業員を対象とし
た講習会などを実施し、サービスの質的向上を図
ります。
Ⅴ　佐渡観光・文化検定制度の創設
●　ねらい：　観光まちづくり　●

　佐渡市民が佐渡を再認識し、理解することに
よって、観光客に対するおもてなしの心の醸成を
図ります。併せて全国からの佐渡ファン確保と来
訪意欲の拡大に繋げます。

　

城
腰
文
化
財
保
存
会
で
は
、
自
治
宝
く
じ

の
助
成
金
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
て
、
太
鼓
と
放
送
設
備
を
整

備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
備
品
を
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
を
行
う
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

コミュニティ助成事業
市役所　企画振興課　☎63-4152

第2回戦略会議の様子（2月26日）


